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２．福岡県新宮町 

２-１ 町の概要                        

新宮町は福岡県北西部に位置し、南は政令指     

定都市の福岡市、東は久山町、北は古賀市に隣   

接し、西は玄界灘に面している。また、町を南 

北に縦貫する国道 3号から東部地域は町のシン 

ボルである立花山を中心に丘陵地が続き、かつ 

ては柑橘類の栽培など農業が盛んな地域であっ 

た。一方、西部地域は白砂青松の海岸まで概ね 

平地が広がっており、家具や衣料の量販店や飲 

食店、住宅地が立ち並んでいる。玄界灘に浮か 

ぶ離島の相島は大半を玄海国定公園内に含ま 

れ、観光やウォーキングなどを目的に多くの来 

島者が訪れている。 

町は、断続的な住宅開発により福岡市のベッドタウンとして発展を続けており、

2010 年に開業した JR 新宮中央駅を中心とした市街地整備を契機に新たな住宅地や商業

地が創出された結果、人口増加が加速、2015 年国勢調査では人口増加率が 23.0％と全

国で最も高く、2020 年国勢調査においても人口増加率は 8.51％と増加傾向が続いてい

る。また、2021 年の 15 歳未満の割合は 20．7％と全国で 2番目に高く、町を全体とし

てみれば若い住民が多い。 

一方、中山間地域や離島の相島、既存の住宅団地では人口減少や高齢化が進み、特

に相島においては、高齢化率が 60％を超える超高齢社会となるなど、年齢構成や人口

の大きなばらつきが町域内でみられる。 

 

２-２ 事業の概要  

 SSX 推進イノベーション事業  

新宮町は、中山間農業集落や漁業集落に加え、断続的な住宅開発を行ってきたた

め、年齢構成が地域ごとに特徴的な町となっている。 

中山間地域や離島においては、高齢化や人口減少が顕著にみられ、以前から住民と

対話を進めながら築 100 年を超す古民家群や地域産物など地域資源を活用した地域の

活性化に取組んできたが、地域の担い手不足などから活性化事業や地域活動の継続が

難しくなっている。 

また、団地開発によって造成された住宅地において若年者の流出や独居の高齢者が

近年では増加しており、地域活力の低下が危惧されている。他方、市街地では子育て

世代の急増や交通量の増加により、地域の安全対策への要望と将来の急激な人口減少

が憂慮されている。 
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このように、地域により様々な課題や行政サービスのニーズが見られる中で、従

来、地域の様々な課題については、地域の無形の財産ともいえる濃密な人間関係や共

有の経験、また若年者の行動力により解決されてきた。しかしながら、若年者の減少

により地域の無形の財産の次世代への継承が困難になってきたことや価値観の多様化

から地域内の課題解決に向けた意思統一が難しくなってきていること、さらに、人口

減少や大規模災害など未経験の出来事に対する対応力が新たに求められていることな

どから、共感が得られる課題抽出や持続可能な地域活性化に対する新たな手法の必要

性が高まっている。 

そこで、今回の「SSX(Shingu Sustainability Transformation)推進イノベーション

事業」では、持続可能なまちづくりを推進するため、多様なデータと職員の知見の融

合を図りながら地域課題を的確に把握し、住民満足度の向上に資する ICT やデータの

活用による課題解決の取組みについて実証・検証し、継続的な事業展開に向けたスキ

ームを整理するため、各種取組みを実施した。 

 

２-３ 事業の構成 

本事業は大きく、「課題抽出フェーズ」、「計画策定フェーズ」、「実行フェーズ」の 3

つの構成とし、今年度(2022 年度)は「課題抽出フェーズ」と「計画策定フェーズ」の

2フェーズを設定した(図表 1)。更に、「課題抽出フェーズ」は、「地域課題抽出」と

「DX施策の方向性検討・検証」に分け、「計画策定フェーズ」は、「DX実行計画策定」

として事業を推進することとした（図表 2）。 

 

 

 

 

図表 1:本事業の全体構成 
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２-４ 事業の実施内容 

（１）課題抽出フェーズ 

１）データ分析と地域課題の洗い出し 

① データを活用した地域分類 

新宮町の行政区は、現在、24に分けられている（図表 3）。しかしながら、地域

毎の細かな特性やニーズを行政区単位では客観的に把握できていないのではない

か、という懸念があった。このため、今回の事業実施に当たり、課題設定を行う

地域を新たに分類した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2:事業の構成(詳細)とスケジュール 

図表 3:現行の地域分類図(行政区単位) 
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見直し手法は、住民・地域データ(人口変化率、商業施設数、病院数、企業数

等)、地理データ(宅地率、耕地率、林野率)を基に、行政区よりも細かい大字単位

で地域を再整理した。具体的には、データ分析ツールを用い、地理データの「宅

地率」・「林野率」・「耕地率」でクラスターモデルを構築、大字を一定のルールに

基づいて仕分けし、「中山間/離島」

と「住宅地」に切り分けた。次に、

住民データのうち生産年齢人口変化

率などの複数の変数からクラスター

モデルを作成し、クラスタリングの

結果から「住宅地」をさらに「新興

住宅地」と「既存住宅地」に細分化

した(図表 4)。 

 

 

見直した結果、新宮町を「新興住  宅地」、「既存住宅地」、「中山間/離島」の 3

つの地域に分類することにより、地域の実情を反映した地域分類を実現した（図

表 5）。 

なお、各地域の特性は次の通りである。「新興住宅地」は、かつて農地や松林で

あったが、駅ができたことで周辺開発が進み、若年人口の増加率が高い。「既存住

宅地」は、昭和 40年代～平成初期に開発された住宅地であり、住民の在住歴が長

く人口変化率の幅が小さい。「中山間/離島」は、東部・北部の中山間地と離島(相

島)を含んだ地域であり、林野率が高く高齢化も進行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4: 地域再分類のアプローチ 

図表 5:再整理後の地域分類図 
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③ データ分析による地域分類での気づき 

データ分析の結果、同一の行政単位内においても住民・就業・住居などの属性

が異なる場合があることを導出した。 

例えば“三代”という行政地区は、大字単位では、“三代西”、“大字三代”に分

けられる。 

地理データ、住民・地域データ、アンケートデータを活用することで、“三代

西”では宅地率が高く住宅利用が主であり、世帯としては 20 代の一人暮らし、及

び 65－75 歳までの 2人暮らしの割合が高く、それに伴いレクリエーション施設や

福祉施設の充実に対する要望が多くなっている。 

一方で“大字三代”では林野、耕地率が高く、主に農地として利用されてい

る。世帯としては 30 代の家族世帯割合が高く、住宅地整備への要望が高い。 

このように同じ行政地区内においても、分析結果を活用することで適切な行政

ニーズの把握とサービスの提供を実施できる可能性を確認した(図表 6)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 6:地域再分類による気づき 
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2) ワークショップでの議論 

① ワークショップの概要 

データ分析で導出した地域特性やエリア毎の課題に、職員の知見や住民の意見

を反映させ、課題の粒度を上げるために、仮説思考やデザインシンキングを活用

したワークショップを計 3回実施し、地域分類毎の地域課題の抽出、その解決策

の検討を行った(図表 7)。 

 

 

■ 第一回ワークショップ 

第一回ワークショップ

では情報整理シート(図表

8)を用い、仮説思考に基

づいて地域分類ごとに想

定されるターゲット層と

地域課題等を導出した。

その際、参考情報として

住民データ等のデータ分

析結果や住民アンケート

結果を参加者に配付した。ワークショップの実施結果として、計 65

個の地域課題が導出された(図表 9)。 

図表 8:情報整理シート 

図表 7:ワークショップの実施概要 
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■ 第二回ワークショップ 

第二回ワークショップでは、住民目線での地域課題と施策の方

向性を導出するために、デザインシンキングを活用したワークシ

ョップを実施した。ワークショップは新宮町職員だけでなく、実

際に新宮町やその近隣に居住する福岡工業大学の学生とともに実

施した。 

ワークショップ実施前に住民データ、住民アンケート、第１回

ワークショップ結果から、世帯構成等の客観的データを基軸に

「移動に不便を感じている」等の主観的データも考慮し、地域ご

とに住民像であるペルソナを設定した。 

ワークショップ当日は、設定したペルソナ毎の１日の流れに沿

ってプラス/マイナスの感情を洗い出し、グルーピングした上で感

情の背景にある答えるべき問いを定義し、具体的な課題解決アイ

ディアを導出した。 

           ペルソナは、前述のデータを活用した地域３区分に基づき、「新興

住宅」、「既存住宅」、「中山間/離島」ごとに２つ、計６つのペルソナ

を設定した(図表 10、11、12)。 

図表 9:地域特性から導出されたターゲット層と主な地域課題 
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 図表 10:ワークショップフロー

 

図表 11:ペルソナの設定

 
 

 

図表 12:ペルソナ例詳細 
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■ 第三回ワークショップ 

第三回ワークショップでは、新宮町の将来あるべき姿を想像し

て、ペルソナの課題を DXで解決しているシーンや各年度の事業ス

ケジュールについて考え、アイディアを創出するワークを実施し

た。 

具体的には、新宮町総合計画の主要施策の中で重要度の高いもの

を選定しペルソナの課題と結び付け、ペルソナの課題が将来的に DX

で解決しているシーンを考え、実現に向けた 2023 年度～2030 年度

までの事業スケジュールを策定する、というワークを実施した (図

表 13)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 課題と施策の方向性の整理 

① 職員視点と住民目線を掛け合わせた優先課題の抽出 

住民アンケート、住基データ、および      

全 3 回のワークショップの結果を用い      

て、地域課題の整理を実施した。その  

際、課題をマトリクス図(図表 14)にプロ 

ットし、住民と職員の両方が重要だと考 

えるものを優先課題として抽出するとい 

う方法をとった。 

 

 

 

図表 14:優先順位付けの考え方 

図表 13:ワークシート (中山間地域の例) 
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実際の課題抽出にあたっては、データ分析ツールを用いて課題のマッピング

を行い、マトリクス図を作成した。 

その結果、優先取組み課題として 8件の課題が抽出された。 

【抽出した課題】 

1. 安心して子どもを外に送り出したい、子どもが無事に帰っているか詳細に

確認したいといった子供の安全に関すること 

2. 条件にあう仕事をみつけたい、新宮町で正社員の仕事をみつけたいといっ

た就業に関すること 

3. 病院の待ち時間を解消したいといった通院に関すること 

4. 薬の受け取りに労力がかかるので、薬が届くサービスがほしいといった薬

事に関すること 

5. 食事をもっと楽にしたいといった食生活サポートに関すること 

6. 島の特産品を町外の方に食べてほしいといった町の PRや市場拡大に関す

ること 

7. 自分で買い物に出かけることが困難といった家事が自己解決できないため

サポートしてほしいといった家事代行に関すること 

8. 元気に過ごしたいといった健康サポートに関すること 

 

次にそれらの課題について、新宮町のめざす方向性との整合性を図るため、

新宮町第 6次総合計画と紐付け、最終的には、取組む課題を新興住宅地におけ

る「①子どもの交通安全対策の実施」、「②仕事と子育ての両立を支援する体制

の強化」、既存住宅地における「③住民の健康寿命を延ばす取組みの実施」、中

山間/離島における「④地元の魅力発信や特産品の PR のより効果的な実施」と

いう内容に整理した。 

 

4) 特定アイディアの効果検証 

① 目的 

特定アイディアの効果検証の目的は、予算・人的リソース・期間に限りがあ

る新宮町の実情にマッチした効果的で効率的な実証実験の方法論の検証、及び優

先的に実施すべき、かつ、効果検証が容易であるテーマを検討するためである。 

このため、今年度(2022 年度)においては、来年度の本格的な実証実験の実施

に向けた準備として、課題と施策の方向性の整理のステップにおいて導出され

た特定アイディアを選定し、その効果検証を行った。 
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② テーマ 

今年度(2022 年度)における特定アイディアの効果検証は、新興住宅地における

「子どもの交通安全対策の実施」という課題に対しアプローチした。本テーマ選

定の理由は、①「課題をマトリクス図に整理した結果、職員・住民ともに重要で

あると考えている課題であったこと」、②「ワークショップにおいて課題解決ア

イディアが出ていたこと」、③「かけられる時間と人員を考慮した際に実施が可

能なテーマだったこと」３つである。 

 

③ 実施内容 

          具体的には、①GPS を活用し住民の移動履歴を取得、②移動履歴と交通事故統計

や交通量データ等を掛け合わせて危険箇所を特定、③危険箇所について家庭内の注

意喚起等による子どもや大人への意識づけ、④アンケートを取得し効果検証、とい

う大きく 4つのステップを実施した(図表 15)。 

 

 

④ 実施結果 

         効果検証に参加いただいた子どもの移動履歴データと新宮町の交通事故データを

重ね合わせ、子どもごとにその重ね合わせ結果をマッピングし、登下校時や習い事

への移動時に子どもが危険箇所付近にいるかを認知いただいた。 

         アンケート結果により、『子どもがどこにどういう経路で行っているか』といった

認識と移動履歴との相違はなかったものの、『町のどの場所で事故が発生しているか

把握していなかった』、『事故が発生している場所と子どもの移動ログが１つのマッ

プとなったことで、子どもへの注意喚起につながる』『不審者情報や犯罪者情報など

図表 15:効果検証フロー 
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もマッピングしてほしい』といったフィードバックを住民から得た（図表 16）。 

 

（２） 計画策定フェーズ 

 

1) 優先課題の解決策の調査 

本事業において抽出された 8件の優先課題の解決に資するアイディアについ

て、他自治体や民間企業のサービスや取組みを調査し、実施目的やサービスの概

要について整理した(図表 17)。 

 

 

図表 17:課題解決アイディア（中山間地／離島の例） 

 

 

図表 16:課題マトリクス図 
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2) 実施施策案の整理 

調査結果を基に、実現可能性のある施策について目的や実施手順、必要なデー

タの収集・分析方法や活用方法を事業課に対してヒアリングし、総合計画や事業

課の方向性、予算化の見込み、実施体制構築に向けた整理した。事業課とのヒア

リングにおいては、データの活用に基づく事業の効率化などに対して肯定的な意

見が出る一方で、許認可に関する事業課の弊害についても意見を聴取した(図表

18)。 

            

図表 18:施策の実施イメージ（子どもの見守りの例） 

 
 

 

3) 実行計画策定 

1)及び 2)の調査整理結果をまとめ、DX実行計画を策定した。なお、本事業に

おいて作成した DX実行計画とは、来年度(2023 年度)以降に新宮町で実行する

DX 施策の計画である。位置づけとしては、DX アプローチにより、『新宮町総合

計画』の目標達成を補助するものであり、「新興住宅地」、「既存住宅地」、「中山

間/離島」という 3つの地域それぞれに対する DX施策及び推進計画を策定して

いる。 
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２-５ 事業の成果と課題 

（１）事業の成果 

本事業では、データ活用やデザインシンキングワークショップを通じ、従来の政

策決定過程における課題の克服にチャレンジした。その結果得られた学びは、①職

員の知識や経験でなんとなく捉え、判断や意思決定していた町の実態をより正確に

捉え、職員間での認識に相違がでないよう共有化できるといった点で、政策決定過

程でのデータ活用は有益である。②一方で、住民・地域データや住民アンケートだ

けでなく、他のデータ、就業情報や携帯電話の位置情報などが活用できれば、地域

の特性を更に際立たせることができたなどのより多くの示唆や打開策につながる可

能性があった。さらには、今回利用したアンケートデータが現在の町民ニーズをと

らえているかといった課題があったが、事業の時間制約上データ更新は困難であ

り、タイムリーに住民の声を収集する仕組みを考慮した事前設計が必要である。③

デザイン思考を取り入れたワークショップは、実施後に職員からポジティブな意見

が多数寄せられており、ワークショップを実施することで、従来にないアイディア

の創出や他課職員との暗黙知の可視化・共有化ができるといった有効性が明確化さ

れた。④デザインシンキングの実施においては、職員リソースの関係から今回は限

られた人数・時間のなかでの実施となり、定着化に向けては継続的な取組みが必要

である。町で本事業とは別に実施している庁内 DXでの職員の負担軽減状況なども鑑

みつつ、計画的に実施していく、ということである(図表 19)。 

 
 

 

図表 19:事業成果のまとめ 
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（２）事業の課題 

今後の課題として、今回の事業成果を次年度以降に繋げていく際には、公民連携

をリードする人材群の確保・育成と連携事業者との取組みにおける透明性の確保が

課題になると認識している(図表 20)。 

 

 

 

２-６ 今後の展望  

今後も持続可能なまちづくりを推進していくため、本事業で取り組んだ DX実行計画

に則り、データやデザインシンキングによる手法を用いて地域課題の解決と新たな価値

の創出に引き続き取組むこととしている。 

このため、今年度導出されたアイディアの活用や発展をめざし、データの収集・分析

や本質的な課題を担当事業課も含めて精査し、協力事業者とのマッチングや予算化へと

繋がるよう検討を進めたいと考えている。 

特にデータについては、現在利用できるデータの整理や必要なデータの取得方法から

分析・活用方法まで体系立てた職員育成が課題として発現していることから、データに

基づいて継続的な行政運営を行っていくためにも今年度実施したデータ活用やデザイン

シンキングなどの手法を職員へ浸透させ、引き続き意識醸成を図りつつ人材育成にも取

組むこととしている。 

 

図表 20:今後の課題 


